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第１章 研究開発の概要 

１―１ 

＜研究開発の背景＞ 

高齢化が進む現代社会において、「生活習慣病」は健康長寿の最大の阻害要因となるだけでな

く、国民医療費にも大きな影響を与えている。生活習慣病の多くは内臓脂肪型肥満が原因で

あるため、その予防と治療を目的として、「脂質」を標的とする機能性食品や創薬などの研究

開発が行われているが、その現場では、「高い脂質代謝機能」と「高い利便性」を備えた研究

素材が求められている。 

＜研究開発の目的＞ 

従来素材であるヒト生体由来肝細胞やヒト肝臓癌細胞は、「高い脂質代謝機能」を反映する品

質である、「高脂質代謝機能」、「初代培養＝動物から取り出した細胞を初めて細胞実験に使用

すること」、「長期使用期限」を備えていない。また、「高い利便性」を反映する品質である、

「オンデマンド供給＝利用時期に応じて研究素材を提供すること」、「非凍結＝利用開始まで

細胞を凍結させないこと」も備えていない。 

弊社株式会社フェニックスバイオ（PhoenixBio）は、ヒト肝細胞を有するマウス「PXB マ

ウス 🄬🄬＝自社商品名」の量産化に世界で初めて成功し、同マウスの体内で生きているヒト肝

細胞を、新鮮で品質の良い研究素材として常時供給できるプラットフォームを得た。更に最

近の研究により、この「PXB マウスの体内から取り出したヒト肝細胞」が、脂質研究用の

素材に求められる「高い脂質代謝機能」と「高い利便性」を満たす可能性が見出された。本

研究開発では、PXB マウスから取り出した新鮮なヒト肝細胞を利用し、ヒト肝臓の脂質代

謝（脂質が様々に変化しながら入れ替わること）の研究領域に求められている、「高い脂質

代謝機能」と「高い利便性」を備える新しい研究用ヒト肝細胞［PXB-cells LA（仮称）＝

自社商品名］を開発する。 
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 ⑰学術論文での発表 最終年度 

 ⑱販促準備 最終年度 

 

1―5 成果概要 

1-1．PXB マウスからの PXB-cells LA の取り出し方法の確立 

PXB マウスから PXB-cells LA を回収するための週齢（17 週齢～）、細胞調整温

度（氷冷～室温）、灌流液について最適条件を確立した。 

 

1-２．PXB-cells LA の脂質代謝機能の確認 

PXB-cells LA の脂質代謝能を最大限に引き出すための播種密度、培養期間、及び

培地条件を確立した。また細胞輸送についても、海外顧客を想定した長期間輸送に

おいて、脂質代謝能に影響が無いことを確認した。 

次に PXB-cells LA と従来素材（ヒト肝臓癌株化細胞）を比較し、PXB-cells LA

が生体肝組織に極めて類似した脂質代謝能を高度に維持する事を確認した。 

 

2-1．PXB-cells LA の脂質代謝機能の確認 

1-2 において確認された PXB-cells LA の高度な脂質代謝能が、どのようなメカ

ニズムで機能しているのかを遺伝子・タンパク発現から解析した。その結果、従来

素材と比較して、脂肪酸及びアポリポタンパク合成能が極めて高いことを確認し

た。 

 

2-２．PXB-cells LA の脂質合成・分解機能の確認 

脂質代謝について薬効が報告されている医薬品や食品由来成分を用いて、PXB-

cells LA の化学物質に対する反応性を評価した。その結果、多くの化学物質につい

て、過去の報告と同様の反応を示す事を確認した。 

 

2-３．ヒト由来素材との比較 

PXB-cells LA がヒト由来素材と比較してどの程度の類似性があるのかを評価し

た。その結果、ヒト血清及びヒト非凍結肝細胞と全く同じリポタンパク質プロファ

イルを有することを確認した。 

 

2-４．販売促進準備・知財関連 

研究開発成果について、学術会議及び学術論文で発表した。また製品の取扱説明書

やパンフレット等の製作の準備を進めた。 

 

1―６ 当該研究開発の連絡窓口 

加国 雅和 総括研究代表者（PL） 

株式会社フェニックスバイオ 

TEL：082-431-0016 FAX：082-431-0017 

E-mail：masakazu.kakuni@phoenixbio.co.jp  
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細胞内コレステロール量 

 

細胞外コレステロール量 

 

細胞内トリグリセリド量 

 

細胞外トリグリセリド量 

Fig 1．①の細胞外/細胞内脂質量比較 

 

②細胞調整温度の設定（初年度） 

 

一般的に細胞の取り扱いでは冷温から室温が適切と考えられているが、温度がPXB-cells LA

の脂質代謝機能に与える影響は厳密には未確認であった。そこで、PXB-cells LA の播種直

前に行われる細胞調整作業の温度条件を通常（４°C：CC）、室温（約 2３°C：RC）、及び

恒温（37°C：TC）に設定し、播種後の細胞状態及び脂質代謝能に及ぼす影響を検証した。 

その結果、TC における生存率が低下し（Table 2）、播種後 1 日の細胞形態の観察像から、

単層細胞上に細胞塊デブリが多数付着した像が観察され（Fig 2：矢印）、培養終了時まで同

状態が継続して観察された。 

また、各群間の細胞内脂質量、培養上清中脂質量、及びリポタンパクプロファイルに変化は

認められなかった（Fig ３）。このことから、細胞調整時の温度条件の変化は脂質代謝能に影

響を与えないことを確認した。回収細胞生存率の結果を受け、細胞調整時の作業温度は通常

条件（４°C）～室温（約 2３°C）の範囲が適することを確認した。 
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細胞内コレステロール量 

 

細胞外コレステロール量 

 

細胞内トリグリセリド量 

 

細胞外トリグリセリド量 

Fig ４．③の細胞外/細胞内脂質量比較 

 

 

2－1－2 PXB-cells LA の取り扱い方法の確立 

④細胞播種濃度の設定（初年度） 

 

次の５段階の密度になるように播種し、PXB-cells LA の播種密度の違いが脂質代謝能に及

ぼす影響を検証した。 

播種密度（単位は×105 cells/well） 

A：1 B：2 C：4 D：6 E：10 

 

密度 A、B、及び E において、細胞内脂質量及び培養上清中脂質量は著しく低下し、密度 C

及び D において、高値の細胞内脂質量及び培養上清中脂質量が確認された（Fig ５）。 

密度 D は C と比較してやや高値を示したが、播種密度比では逆に低下しており、密度 C が

脂質代謝能を解析するために最適な密度であると考えられた。したがって、播種密度が 4 x 

105 cells/well の条件において、脂質代謝能を解析するために最適な密度であることを確認

した。  
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細胞内コレステロール量 

 

細胞外コレステロール量 

 

細胞内トリグリセリド量 

 

細胞外トリグリセリド量 

Fig ５．④の細胞外/細胞内脂質量比較 

 

 

⑤輸送期間の設定（初年度） 

 

PXB-cells LA の完成後、この商品は株式会社フェニックスバイオで播種された後、エンド

ユーザーに輸送される。これまでの当社の実績から、海外輸送の場合、輸送物は最大５日間、

輸送環境下におかれる。そこで、想定外の事態により輸送期間が７日となった場合も含め、

PXB-cells LA の輸送期間の長期化が脂質代謝能に及ぼす影響を検証した。 

T1 と比較して、T5 及び T7 の培養上清中脂質量（トリグリセリド）は増加した（Fig 6 

）。したがって、輸送環境による脂質代謝能への影響は極めて少ないことが推察された。この

ことから、想定される輸送期間（最大５日間）において、PXB-cells LA の脂質代謝能に影響

はないことを確認した。 
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細胞内コレステロール量 

 

細胞外コレステロール量 

 

細胞内トリグリセリド量 

 

細胞外トリグリセリド量 

Fig ６．⑤の細胞外/細胞内脂質量比較 

 

 

⑥維持培養期間の設定及び従来素材との比較（初年度） 

 

PXB マウスから取り出した新鮮なヒト肝細胞では播種した後、細胞内に蓄積された脂肪滴が

徐々に消失することが細胞形態の観察像から分かっている。そこで、播種後の維持培養期間

（播種後 10 日、13 日、15 日）の延長が細胞代謝能に及ぼす影響を検証した。また、あわ

せて従来素材となるヒト肝臓がん由来株化細胞（HepG2 及び HuH-7）の脂質代謝能につい

ても検証を行った。 

その結果、各維持培養期間とも、安定した細胞外脂質量を示しながらも、播種後６日の PXB-

cells LA と比較して播種後 10～15 日の細胞内脂質量は低値を示していた（Fig 7）。この

ことから、生体時の肝細胞内に蓄積した PXB-cells LA の脂質は播種後 10 日間の維持培養

により、ほぼ消失すると推察される。そのため、PXB-cells LA の正常肝としての脂質代謝

能を評価するためには脂質蓄積量が落ち着いた播種後 10 日以上の細胞を使用することが好

ましいと考えられた。 

また、PXB-cells LA はヒト肝臓がん由来株化細胞と比較して高いレベルの細胞外脂質量が

確認され（Fig ８）、分泌した脂質の 80%以上が超低密度リポタンパク質（VLDL）である
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ことが確認された（Fig ９）。一方、ヒト肝臓癌由来株化細胞は殆どが低密度リポタンパク質

（LDL）若しくは高密度リポタンパク質を分泌していることも確認した（Fig ９）。加えて、

各細胞種のリポタンパク質プロファイルは全く異なる事が確認された（Fig １０）。正常な肝

臓は VLDL を血中に分泌することが知られており、PXB-cells LA が in Vitro において、ヒ

トの正常な脂質代謝機能を維持していることが示された。 

 

 

細胞内コレステロール量 

 

細胞外コレステロール量 

 

細胞内トリグリセリド量 

 

細胞外トリグリセリド量 

Fig ７．⑥の細胞外/細胞内脂質量比較（PXB-cells LA 培養期間の比較）  
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細胞内コレステロール量 

 

細胞外コレステロール量 

 

細胞内トリグリセリド量 

 

細胞外トリグリセリド量 

Fig ８．⑥の細胞外/細胞内脂質量比較（肝臓由来細胞の比較） 

 

 

 

細胞外コレステロール 

 

細胞外トリグリセリド 

Fig ９．⑥の細胞外脂質のリポタンパク質構成比較（肝臓由来細胞の比較） 
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細胞外コレステロール 

 

細胞外トリグリセリド 

Fig １０．⑥の細胞外脂質のリポタンパク質プロファイル比較 

（肝臓由来細胞の比較） 

 

⑦輸送・培養培地及び解析用培地の設定（初年度） 

 

PXB-cells の維持培地にはウシ胎児血清（Fatal Bovine Serum：FBS）が含まれている。

FBS は海外に輸送する際に検疫対象となる国が多く、PXB-cells を海外輸送する際は FBS

を除去した維持培地を使用している。また、FBS には脂質を構成するリポタンパク質が豊富

に含まれており、PXB-cells LA の分泌するリポタンパク質との混同を避けるために、解析

にあたっては FBS を除去する必要がある。そこで、輸送時の維持培地中の FBS の有無、及

び脂質解析用培地（3 種）での培養条件下における脂質代謝能への影響を検証した。 

その結果、維持培地の FBS 添加/不添加の違いにおける細胞内/細胞外脂質量に変化は認めら

れなかった（Fig 1１）ことから、輸送時の培地中 FBS の有無は脂質代謝能に影響を及ぼさ

ないと考えられた。また、解析培地 B 及び C の培養上清中脂質量は解析培地 A よりも高値

を示した（Fig 1１）ため、正確な脂質代謝能を解析するための解析培地は B 又は C が適す

ると考えられた。エンドユーザーの試薬調製法の簡易化を考慮した場合、調合する試薬数が

少ない解析培地 B が解析に適する培地であると考えられた。  
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細胞内コレステロール量 

 

細胞外コレステロール量 

 

細胞内トリグリセリド量 

 

細胞外トリグリセリド量 

Fig １１．⑦の細胞外/細胞内脂質量比較 

 

 

2－1－3 中 括 

 

本節では、2－1 PXB-cells LA の基本的生産方法及び取り扱い方法の確立に係る、1．PXB

マウスからの PXB-cells LA の取り出し方法の確立、2．PXB-cells LA の取り扱い方法の

確立について検討した結果を報告した。 

各検討項目について確認された条件及び手順から、PXB-cells LA を使用した脂質代謝能の

解析を行うための最適条件を確立した。次年度の検討では本節で設定した条件を基に検証を

すすめた。 
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2－2 PXB-cells LA の脂質代謝機能確認・調整 

2－2－1 PXB-cells LA の脂質合成遺伝子・タンパク発現量の測定 

 

『2．PXB-cells LA の取り扱い方法の確立』の結果から、１．PXB-cells LA は培養期間の

長短により脂質分泌量及び細胞内脂質量が変化する、２．PXB-cells LA の脂質分泌量及び

リポタンパク質プロファイルは、従来素材であるヒト肝臓がん由来株化細胞（HepG2 及び

HuH7）と著しく異なることが明らかとなった。 

これらのメカニズムを解明するため、遺伝子及びタンパク発現量について解析を行った。 

遺伝子発現解析には、リアルタイム PCR 及びマイクロアレイ法を用いた。また、タンパク質

解析にはウエスタンブロット法及び ELISA 法を用いた。 

 

⑧遺伝子発現比較（リアルタイム PCR 法）（初年度） 

PXB-cells LA は、ヒト肝臓がん由来株化細胞と比較して大半の遺伝子発現量が高値を示し

た（Table ４）。 

 

⑨タンパク質発現比較（ELISA 法）（最終年度） 

PXB-cells LA は、ヒト肝臓がん由来株化細胞と比較して上清中アポリポタンパク質量が高

値を示した。また、PXB-cells LA はヒト肝臓がん由来株化細胞と異なり、VLDL の特異ア

ポリポタンパク質である ApoC3 の発現が確認された（Fig １２）。 

 

⑩タンパク質発現比較（ウエスタンブロット法）（初年度） 

PXB-cells LA は、ヒト肝臓がん由来株化細胞と比較して脂肪酸転移反応系タンパク量が高

値を示した（Fig １３）。 

 

⑪遺伝子発現比較（マイクロアレイ法）（初年度） 

PXB-cells は維持培養の経過に伴い、遺伝子発現パターンが変化することが確認された。ま

た、PXB-cells LA はヒト肝臓がん由来株化細胞と大きく異なる遺伝子発現パターンを有す

ることが確認された（Fig １４）。 

 

遺伝子発現パターン解析から、PXB-cells LA はヒト肝臓がん由来株化細胞とは大きく異な

り、また維持培養期間の長短によっても細胞機能に変化が生じていると推察された。また、

PXB-cells LA の高レベルの VLDL 分泌能は脂肪酸転移反応系の遺伝子発現ならびにタンパ

ク質発現によるものであると考えられた。 

PXB-cells LA はヒト肝臓がん由来株化細胞と大きく異なる遺伝子発現パターンを示すこと

が確認された。また、維持培養期間の長短によっても発現パターンに変化を示すことを確認

した。あわせて、PXB-cells は脂質代謝関連の遺伝子発現量が高いことに加え、脂肪酸転移

反応系及び VLDL 特異アポリポタンパクの発現量が高い事を確認した。 
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Fig １４．⑪の遺伝子発現比較（主成分解析）  
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来ゆえの）複合した化学物質である点、メカニズムの理解が難しい点を考慮し、次試験か

ら除外した。 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig １５．⑫のシンバスタチン：未処置群（0）を 100%とした時の相対値 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig １６．⑫のフェノフィブラート：未処置群（0）を 100%とした時の相対値  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig １7．⑫のロミタピド：未処置群（0）を 100%とした時の相対値 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig １8．⑫のプロブコール：未処置群（0）を 100%とした時の相対値  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig １9．⑫のエゼチミブ：未処置群（0）を 100%とした時の相対値 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig ２０．⑫のエボロクマブ：未処置群（0）を 100%とした時の相対値  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig ２１．⑫のオレイン酸：未処置群（0）を 100%とした時の相対値 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig ２２．⑫のラクトフェリン：未処置群（0）を 100%とした時の相対値  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig ２３．⑫のエゴマエキス：未処置群（0）を 100%とした時の相対値 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig ２４．⑫のジュンサイパウダー：未処置群（0）を 100%とした時の相対値  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量 *：有意差あり 

Fig ２５．⑬のシンバスタチン（10 µM） 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量 *：有意差あり 

Fig ２６．⑬のフェノフィブラート（100 µM）  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量 *：有意差あり 

Fig ２７．⑬のロミタピド（1 µM） 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig ２８．⑬のプロブコール（100 µM）  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量  

Fig ２９．⑬のエボロクマブ（100 µg/mL） 

 

 

細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量 *：有意差あり 

Fig ３０．⑬のオレイン酸（0.75 mM）  
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細胞内コレステロール量 細胞内トリグリセリド量 細胞外アルブミン量 

細胞外コレステロール量 細胞外トリグリセリド量 *：有意差あり 

Fig ３１．⑬のラクトフェリン（10 µg/mL） 

 

 

↑  

Fig ３２．⑬の遺伝子発現（マイクロアレイ）解析結果  
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2－2－3 中 括 

 

本節では、2－2 PXB-cells LA の脂質代謝機能確認・調整に係る、PXB-cells LA の脂質合

成・分解機能の確認について検討した結果を報告した。PXB-cells LA はヒト肝臓がん由来

株化細胞と大きく異なる遺伝子発現パターンを示すことが確認された。また、維持培養期間

の長短によっても発現パターンに変化を示すことを確認した。あわせて、PXB-cells は脂肪

酸転移反応系のタンパク発現量が高い事を確認した。 

また、非臨床・臨床試験において脂質への影響が報告されている大部分の化学物質に対して

同様の変化を示す事を再確認した。 

 

2－3 PXB-cells LA のヒト組織類似性の確認 

2－３－１ PXB-cells LA とヒト組織由来サンプルの脂質機能の比較 

⑭ヒト血清との比較（最終年度） 

 

『⑥維持培養期間の設定及び従来素材との比較』試験により、PXB-cells LA の分泌する脂

質が、ヒト肝癌細胞と異なるプロファイルを有することは確認されたが、このプロファイル

がヒト組織由来のサンプルと同じであるかは不明であった。 

そこで、ヒト生体内由来のサンプルであるヒト血清中のリポタンパクプロファイル解析を行

い、PXB-cells LA 分泌脂質との比較を行った。ヒト血清は VLDL の他に、HDL、カイロミ

クロン CM、IDL、及び LDL を含むため、両サンプルの VLDL のピーク位置を評価した。 

その結果、PXB-cells LA の分泌する VLDL のピークと、ヒト血清中の VLDL のピークの

位置が一致した（Fig ３３）。このことから、PXB-cells LA が分泌する VLDL はヒト血清の

VLDL と同じ分画を示す事が確認された。 

 

細胞外コレステロール 

 

細胞外トリグリセリド 

Fig ３３．⑭の PXB-cells LA とヒト血清のリポタンパク質プロファイル比較 

 

⑮ヒト非凍結肝細胞との比較（最終年度） 

 

『⑭ヒト血清との比較』試験より、PXB-cells LA はヒト生体内由来に類似の VLDL が分泌
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することが示された。次に、ヒト肝臓から分離された新鮮肝細胞（ヒト非凍結肝細胞：FHH）

が分泌する脂質との比較を行った。 

その結果、PXB-cells LA とヒト非凍結肝細胞のリポタンパク質の構成比及びプロファイル

は一致することが示された（Fig ３４）。PXB-cells LA のリポタンパク質プロファイルがヒ

ト非凍結肝細胞と一致したことで、PXB-cells LA の脂質代謝機能はヒトに極めて類似して

いることが示された。 

 

細胞外コレステロール 

 

細胞外トリグリセリド 

 

細胞外コレステロール 

 

細胞外トリグリセリド 

Fig ３４．⑮の細胞外脂質のリポタンパク質構成比較及び PXB-cells LA と FHH

のリポタンパク質プロファイル比較 

 

2－３－２ 中 括 

 

本節では、2－３ PXB-cells LA とヒト組織由来サンプルの脂質機能の比較に係る、ヒト血

清及びヒト非凍結肝細胞の脂質の比較について検討した結果を報告した。PXB-cells LA は

ヒト組織由来サンプルと極めて類似したリポタンパク質プロファイルを有することが確認さ

れた。  
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Biomedical Research Tokyo はオープンアクセスジャーナル形式の英文学術誌であるた

め、世界の研究者に対し、オンライン上で無料かつ制約無しで閲覧することが可能である。 

PXB-cells LA の特徴や（従来素材と比較した）アドバンテージについて、詳細に解説する

ことで、製品認知度の向上が期待できる。 

 

掲載 1 ページ目 

タイトル：Lipoprotein profile and lipid metabolism of PXB-cells🄬🄬, human normal hepatocytes from liver-

humanized mice: proposal of novel in vitro system for screening anti-lipidemic drugs 

掲載：Vol. 41, No. 1, p.33-42, 2020 

 

⑱販促準備（最終年度） 

 

PXB-cells LA の取り扱いマニュアルについて、社内・社外用を作成するとともに、パンフ

レット、リーフレット、及びホームページでの掲載の準備を進めている。 
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マニュアル（仮） リーフレット（IcoFF にて配布） 

 

 

２－４－２ 中括 

 

サポイン事業研究成果の学術会議発表先として、第７回 IcoFF 及び 2019 American 

Association for the Study of Liver Disease（AASLD：アメリカ肝臓学会）を予定して

いたが、IcoFF のみ演題が受理された。AASLD での発表には至らなかったが、同規模で開

催される 2020 年 European Association for the Study of the Liver（EASL：欧州肝

臓学会議）での発表を予定している。 

サポイン事業研究成果の学術論文発表については、予定通り一題の掲載が完了した。 

サポイン事業研究により得られた新規知見について、令和元年度内の国内/国際特許申請を

完了している。 

令和二年度での PXB-cells LA 販売のために、商品に関するリーフレットやマニュアルにつ

いて準備を進めている。  
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最終章 結 論 

3－1 研究開発成果の総括 

2 年間の研究で予定されていた、PXB-cells LA の基本的生産方法及び取り扱い方法の確立、

2．PXB-cells LA の脂質代謝機能確認・調整、及び本事業のアドバイザーより提案のあった、

ヒト組織由来サンプルの脂質機能の比較に関する研究についてすべて完了させた。 

これらの研究から、脂質代謝機能を維持しながら PXB-cells LA を安定的に供給する培養方

法が確立された。また、PXB-cells LA は従来素材と異なり、ヒト本来の脂質代謝機能とほ

ぼ同等の性質を有しながら、医薬品/食品分野における各種化学物質の脂質代謝への影響を評

価可能な素材であることが証明された。 

 

3－２ 補助事業終了後の技術課題 

3－２－１ PXB マウス 異ドナー間の脂質代謝機能差についての評価 

PXB マウスの社内研究において、移植するヒト肝細胞ドナーによって、PXB マウスの肝機

能が変化することが確認されている。 

今後、異なるドナー由来の PXB-cell LA について、脂質代謝機能を評価するとともに、解析

を進める。 

 

3－２－２ PXB-cells LA の一部化学物質への影響の再評価 

『2－２－２－２ 本試験』にて、変化が確認されなかった一部の化学物質（プロブコール・

エボロクマブ）について、化学物質のメカニズムをより理解することで試験方法を見直し、

再解析を進める。 

 

3－２－３ PXB-cells LA のマイクロアレイ解析の深化 

2 年間の研究で得られたマイクロアレイデータについて、一部の解析は完了したが、データ

量が膨大であるため、PXB-cells LA の脂質代謝機能の理解を深めるために、さらなる解析

を進める。 

 

3－3 事業展開について 

PXB-cells LA は、令和２年度中に販売開始を予定している。 

販売開始初期は、学術活動においてコンタクトを持ったエンドユーザーに対して優先的に商

品紹介を行う。また、株式会社フェニックスバイオの既存のエンドユーザーに対しても商品

紹介を進めていく。エンドユーザーの確保については、上記の個別対応に加え、販売代理店

候補とも交渉を進めている。これらの活動によるエンドユーザーの対象は、国内外の食品系

企業・研究者、及び製薬系企業・研究者である。 

次に、PXB-cells LA を利用する脂質代謝分析業務の実施については、先ず株式会社フェニ

ックスバイオにおいて細胞培養及び試料採取の実施体制確立を進めており、これによりエン
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ドユーザーからのクレームに対応できる体制とする。並行してこの商品に興味を持つ受託試

験実施機関との交渉を進めており、当該受託試験実施機関では既に脂質代謝を研究している

エンドユーザーを持っていることから、営業と細胞培養及び試料採取の全てが完結できる見

込みである。 

PXB-cells LA の供給体制は、現在は株式会社フェニックスバイオの本社施設に加え、カナ

ダ エドモントン州の KMT Hepatech 社（子会社）への移管を予定している。 

最後に、PXB-cells LA の有用性・商品性を向上させるために、PXB-cells LA と組み合わ

せる脂質分析方法の発展・充実も重要である。そのため、当事業に参加いただいた秋田県総

合食品研究センターや、当事業において脂質分析を委託したスカイライト・バイオテック株

式会社との連携を今後も維持し、分析方法の発展・充実に努める。 

3－４ その他補助事業の成果に係る発表、報道など 

学術会議（発表予定） 

①2020 EASL 2020 International Liver Congress（欧州肝臓学会議：ロンドン、英国）

令和２年 8 月 25～28 日 

②第 74 回日本栄養・食糧学会大会（仙台、宮城）

令和２年 5 月 15～17 日（新型コロナウイルス感染拡大のため中止、学会大会誌への要旨

掲載のみ） 

③第 27 回 HAB（Human Animal Bridging）研究機構学術年会（東京、東京）

令和２年 9 月 3～5 日 


